別紙【５】
令和４年度　第７３回山梨県中学校夏季総合体育大会バレーボールの部
テクニカルタイムアウトについて
	今大会では，感染症防止および熱中症予防のために【テクニカルタイムアウト】を採用します。



具体的には，
１　大会では，各セット（第３セットを含む）において，リードするチームが１３点に達したとき，３０秒間の
給水および手指消毒のためのタイムアウトが自動的に適応される。
その際，副審が吹笛をし，コートを退くよう促し計時する。ハンドシグナルは示さない。

２　このタイムアウトは給水および手指消毒を目的とするものであり，その間選手はウォームアップエリア（付近）で

　　給水および手指消毒を行う。またチームスタッフはベンチに座っているものとする。
（正式なルールでは「給水を行うか否かの判断は，選手本人の意志による。給水を行わなくても同エリア内に止まる
こと。控えの選手も同様である。」）であるが，熱中症予防のため今大会では，必ず給水を行う（応援の選手や，
生徒役員も給水を行う。）
また，選手，ベンチスタッフすべてが，チームで持参した消毒液にて手指消毒を行う。
３　２日目の第３セット（２５点制）も１３点の時点で適応する。
（１日目の３セットは１５点制なので８点でチェンジコートをした後に引き続きテクニカルタイムアウトとなる。

その際，主審側を通ってコートを移動したチームの最後尾の選手がベンチ側のサイドラインを通過した時点で，
副審が吹笛をし，計時を始める。）
４　正規の中断の要求やリベロプレイスメントよりも，このテクニカルタイムアウトを優先する。正規の中断の要求や，
リベロプレイスメントを行う場合は，テクニカルタイムアウト後にその手続きをする。
　
　※　今回のテクニカルタイムアウトは「給水及び手指消毒，汗拭き」を目的としているので，次の点に注意する。

プレーヤー　　　ウォームアップエリアにおいて給水する。モップをかけるためにコートへ入ることは許されるが，
　　　　　　　　それ以外はウォームアップエリア付近にいることとする。ウォームアップエリアへは最短距離と
なるコースを通って移動する。手指消毒を必ず行う。
チームスタッフ　ベンチに着席すること。プレーヤーに対して戦術的な指示を出すことはできない。
ただし，マネージャーは給水などの補充のため，ウォームアップエリアに行くことは認められる
が，監督・コーチからの戦術的な伝言等をしてはならない。手指消毒を必ず行う。
※　テクニカルタイムアウト後，選手がコートインしたら，通常のＴＯの取り扱いと同様になる。

※　テクニカルタイムアウト以外に，従来通り各セット２回のタイムアウト（３０秒間）を各チームが要求することが
できる。その際も，手指消毒を行う。
以上です。
専門部の先生方，監督の先生方（選手）はご理解を宜しくお願い致します。

